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■研究の背景

昨今の国内農業生産においては、農業機械や肥料・薬剤等の投入資材に対するコスト低減が強

く求められています。一方で、安定した収量と品質、トレーサビリティの確保、農作業の省力化

に資する情報化や自動化といった「高度化」も強く期待されています。これらの相反するニーズ

に応えるためには、トラクタと作業機間における通信制御機能を付加することが有効であり、既

に欧米では農業機械用通信規格（ＩＳＯＢＵＳ規格）に沿った機器の共通化が実現されています。

本研究ではトラクタと作業機間における通信制御技術を共通化する際に必要となる情報機器

（ＥＣＵ）が、実機搭載時にＥＭＣ(電磁的な不干渉性および耐性)に対する動作安定性を保証する

ための評価手法を開発しました。

■研究の要点

１．農業機械における情報通信機器のＥＭＣ評価手法の検討

２．農業機械のＥＭＣ計測・評価の実施

■研究の成果

１．ほ場での電磁環境調査の結果、放射性ノイズにおいては殆ど問題はなく、信号線や電源線な

どに伝導性ノイズが重畳していることを明らかにしました。

２．試作ＥＣＵに対して、電子機器や情報処理装置に基づくＥＭＣ評価試験を行った結果、一定以

上の動作安定性を有していることが明らかになり、これら評価手法の有効性を確認しました。

３．実機の信号線や電源線に対し電流クランプを用い、組み込み用途機器に基づく伝導性ノイズ

評価を行ったところ、周波数１ＭＨｚ以下の領域に限度値を超える大きなノイズが重畳してい

ることを明らかにしました。

４．オシロスコープを用いた簡易な手法で伝導性ノイズを定性評価できる可能性を見出しました。
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